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4月の入学式から1ヶ月余り。新1年生3名は、大きな
ランドセルを揺らしながら、一歩ずつ力強く学校生活を
歩み始めています。
授業でひらがなを一文字ずつ丁寧になぞる真剣な眼
差し、3人の声を合わせた元気な音読、そして給食を
「おいしい！」と笑顔でおかわりする姿に、私たちも元気
をもらっています。休み時間には上級生が自然と集まり、
まるで大きな家族のように遊ぶ姿が本校の日常となり
ました。「地域の宝」である3人が、愛情に包まれて健や
かに成長できるよう、これからも温かな見守りをお願い
いたします。

爽やかな五月晴れの下、校庭からは運動会練習に励む子どもたちの元気
な声が聞こえ始めます。
新しい環境に慣れることに精一杯だった4月が「きまりを知る月」だとすれば、こ
の5月は、学んだことを土台に「自分で考えて動く月」です。
指示を待って動くのではなく、「今、何をすべきか」「友達のために自分ができる
ことは何か」を自らに問い直し、行動する機会を大切にしていきます。
試行錯誤を繰り返しながら一歩前へ踏み出す子どもたちの姿を、ぜひ温かく応
援してください。行事を通じ、心身ともに一回りたくましく成長していく姿を楽しみに
しています。

自分で考え、動き出す5月に

本校では、1〜6年生が全校で6つの班に分かれる
「たてわり班」を編成し、年間を通じて様々な活動に取
り組んでいます。
日々の「たてわり班掃除」では、上の学年が下の学
年に寄り添いながら、共に校内を磨き上げています。
先日の「お迎え遠足」でも、6年生がリーダーシップ
を発揮し、班の仲間と心を通わせる姿が印象的でした。
今月の運動会も、この絆を基盤とした赤白の組分け
で行われます。
こうした異学年交流は、子どもたちにとってかけがえ
のない成長の機会です。
●高学年：下級生を支える責任感と、思いや

りの心を育む。
●低学年：頼もしい背中を手本にし、安心し

てのびのびと生活する。
学年を超えて互いを認め合い、助け合う経験が、本
校の温かな学校文化を創り出しています。

4月28日（火）、今年度最初となる授業参観、学
級懇談会、およびPTA総会を開催しました。
各教室では、進級した喜びを胸に、先生の話に
耳を傾け、自らの考えを深める子どもたちの姿が
見られました。一生懸命に声を出す1年生、創造
力を膨らませる2・3年生、そして高学年らしく論
理的に、あるいは情緒豊かに学ぶ4・5・6年生。
どの教室にも、新学期のやる気と心地よい緊張
感が満ちていました。
懇談会や総会への多大なご協力にも感謝いた
します。「学校・家庭・地域」が手を取り合い、子ど
もたちの成長を支えていく力強いスタートが切れ
ました。



5月30日（土）、「50人のきずなで思い出に残る運動
会にしよう」をテーマに、春季大運動会を開催いたします。
当日は、練習の成果はもちろん、仲間を思いやり、一生
懸命に係活動や応援に取り組む子どもたちの輝く姿をぜ
ひご覧ください。

●日時：5月30日（土） 8:50 開始（雨天順延）
●会場：本校グラウンド
※駐車場は南山田公民館グランドをご利用ください。

地域の皆様のご来校を、児童・職員一同、心よりお待ち
しております。温かいご声援をよろしくお願いいたします。
※当日は気温が高くなることが予想されます。帽子や
水分補給などの熱中症対策をしてお越しください。

心一つに、最後まで！

春季大運動会のご案内

4月30日（木）、あいにくの雨のため、お迎え遠足は校
内での実施となりました。
1時間目の児童会主催「全校レク」では、新1年生〇✕

クイズやじゃんけん列車で大盛り上がり。その後、2〜4時
間目は「たてわり班」ごとに分かれ、教室や体育館で工
夫して遊び、異学年の仲を深めました。
お昼は体育館に全員が集まり、班ごとに円になっての

お弁当タイムです。みんなの笑顔があふれ、とても嬉しそ
うにほおばる姿が印象的でした。
雨の校内遠足でしたが、晴れの日とはまた違う、特別

な楽しい思い出ができました。

5・６月主な行事

5/15(金)
オープンスクール
第1回学校づくり応援団

22(金) 運動会リハーサル

26(火) 短縮4校時授業 13時下校

30(土) 春季大運動会

6/10(水) フッ化物洗口開始

12(金) 交通安全教室

15(月) オープンスクール

4月23日（木）、地震発生を想定した「安否確認・引渡
し訓練」を行いました。
当日は強い雨の中での実施となりましたが、保護者

の皆様の落ち着いた対応により、安全を最優先に訓練
を進めることができました。スムーズな車両誘導等にご
協力いただき、心より感謝申し上げます。
災害は時と場所を選びません。今回の訓練は、地域

全体で命を守るための実効性の高い経験となりました。
学校は地域の防災拠点でもあります。「学校・家庭・

地域」の緊密な連携体制を、今後もより強固なものにし
ていきたいと考えています。

「失礼します！校長先生、サインください！」
先日、1年生がティッシュケースを手に、校長室
へやってきました。みんなにサインをもらってい
るとのこと。緊張も見せず、キラキラした笑顔で
私を囲む姿に、思わず笑みがこぼれました。
入学から1ヶ月。学校が彼らにとって安心でき
る「自分の居場所」になったのだと実感した瞬間
でした。のびのびと自分を表現できることは、学
びの大切な土台です。これからも子どもたちが
「明日も学校に行きたい」と思える温かな環境づ
くりを、教職員一同で進めてまいります。


